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5つのコアビジネスが結びつき、資源循環型ビジネスモデルを構築しています。
非鉄金属の製錬から、高付加価値材料の製造、廃棄物処理・リサイクルを通じ、
かぎりない未来を創ります。

資源の
有効活用

独自の技術で金属を軸とした
「資源循環型ビジネスモデル」を実現しています。

製錬
DOWAメタルマイン

　DOWAグループ発祥の地、秋田県・小坂鉱山で採掘
されていた「黒鉱」は、金・銀などの有価金属を豊富
に含む一方、不純物も多く処理が困難な鉱石でした。
DOWAの製錬事業は、黒鉱から複雑に入り混じった金
属を回収する技術を軸に発展し、銅製錬や亜鉛製錬の有
機的なネットワークにより、多様な原料から数多くの金
属を回収しています。

祖業であり、今も中核

1970 年代からいち早く環境・リサイクル事業に取り
組み、資源循環型社会の構築に貢献してきたDOWA。
鉱山・製錬事業で培った技術を基礎に、廃棄物処理や
リサイクル、土壌浄化などの幅広い処理に加え、排出
元からの運搬管理なども含めたサービスを一貫して提
供できるのが大きな特徴です。現在ではアジアを中心
に海外でもサービスを提供し、環境分野で世界をリー
ドしています。

めざせ世界のエコリーダー

環境・リサイクル
DOWA エコシステム

そもそもDOWAって
どのようなビジネスをしているの？どのようなビジネスをしているの？

ててててってっっAAAWAWWWOWOODODDDもももそそそもそももそもそそそ
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• 貴金属銅事業  • レアメタル事業  
• 亜鉛事業  • 資源開発

もっと
詳しく！

• 廃棄物処理事業  • 土壌浄化事業  
• リサイクル事業

もっと
詳しく！
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かぎりあるものから、無限を創ろう。
非鉄金属の可能性は無限大。
DOWAの「魅力＋可能性」がわかる、“6つの講座＂へようこそ。

界には、4 万種類を超える金属が存在し、

大別すると「鉄」と鉄以外の「非鉄金属」

の 2 つに分かれます。「非鉄金属」は銅や亜鉛

などの「ベースメタル」、アルミニウムなどの「軽

金属」、金・銀・プラチナなどの「貴金属」、イ

ンジウムやガリウムなどの「レアメタル」まで、

そのフィールドは実に広大です。その用途は、

種類の豊富さからもわかる通り、実にさまざま

です。たとえば貴金属は宝飾品として紀元前の

時代から人々に利用されています。現在は宝飾

品のみならず、家電や建材、自動車や IT 機器、

新エネルギーから 5G など、産業と生活のあら

ゆるところで使用されています。非鉄金属は、

「昔も、今も。そして未来も」文明や社会、暮

らしの主役なのかもしれません。

　一方、鉄に比べて埋蔵量が大きく下回る希少

な非鉄金属は、「リサイクル」して循環させる

技術が重要です。また、製錬や非鉄金属の価値

を高める加工には高い技術力が必要です。その

ような技術が最終製品や社会・産業を形作り、

時代を進化させてきました。135 年余の歴史を

持つ DOWA は、独自の技術をもとに、DOWA

にしか作れない多くのニッチトップ製品を保有

しています。「環境・リサイクル」分野でも世

界を牽引する企業グループです。時代に合わせ

て、自律的でかつ迅速に挑戦することによって

ユニークな事業を創り上げてきた DOWA の出

発点から将来のビジョン、コアビジネスの特徴

まで、非鉄金属の魅力とともに紹介します。

世

講 座 案 内

社会を支える
DOWAパーソンになるために、
ちょっと役に立つ
「豆知識」も満載！

History
1884年の創業から、現在までの
DOWA135年余の歩みを
紹介します。

P04-05

Vision
代表取締役社長・関口明が語る
DOWAの強みや社風、
そして未来とは？

P06-07

Business
5つのコアビジネスを中心に、
DOWAのビジネスを解説します。

P08-09

Value
DOWAのビジネスは
社会に、みなさんの生活に、
どんな影響を与えているの？

P10-11

Global
世界トップシェアを含む
さまざまな製品を、海外約40ヵ所の
拠点で提供しています。

P12-13

Data
さまざまなコーポレートデータから

「働く場」としての
DOWAの魅力を発見しよう！

P14-15

DOWAの製品・サービスが現在および未来の社会を支えています。

航空機

電気自動車・自動車

太陽光パネル

医療・ヘルスケア機器

鉄道・新幹線

廃棄物処理・土壌浄化

半導体・電子材料

情報通信機器

リサイクル

産業用機械

風力発電
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黒鉱製錬という画期的な技術開発がDOWAの事業の礎。
「DOWAにしかできないことをしよう」
「他社にはまねできない技術力の高いモノを提供しよう」。
この当時の飽くなき開発精神を現在も脈々と受け継いでいます。

　当社の創業に深く関わる「黒鉱」。黒鉱とは多種多様な
有価金属を含む複雑硫化鉱であるため、金属のデパートと
も言われています。しかし、不純物も含むことから、処理
が困難なものでした。創業当時の DOWA は、この難処理
鉱物に挑戦し、遂に黒鉱から有価金属（金・銀・銅など）
を回収する画期的な技術開発に成功しました。その時の技
術や開発精神が「DOWA にしかできないことをやろう」。
以来、この思いをもとに、DOWA は数々の挑戦をしてきま
した。

DOWAの技術の礎。黒鉱は難処理鉱物？

黒鉱で培った技術や保有イン
フラがその後の事業展開の随
所に活かされています。

DOWAは1884年の創業以来、非鉄金属に関わる技術で社会を支えてきました。現在では「環
境・リサイクル」「製錬」「電子材料」「金属加工」「熱処理」と、実に多様な事業領域を誇ります。

社会・産業を支えてきた
DOWAの出発点と、挑戦の歴史とは？

発展期

1945年〜

製錬事業

DOWAグループ

環境・リサイクル事業

電子材料事業

金属加工事業

熱処理事業

1884
小坂鉱山の払い下げ

1898
小坂で黒鉱乾式製錬の

　操業開始

1930
黒鉱の浮遊選鉱に成功

1953
岡山製錬所を設立

1967
小坂製錬で

　自溶炉製錬設備稼働

1971
秋田製錬を設立

1994
メキシコ・

　ティサパで

 　
　亜鉛鉱山

　　　操業
2008

小坂製錬リサイクル

　対応炉稼働

2017
メキシコ　ロス・

ガトス

　鉱山プロジェクト始動

1991
インドの熱処理会社

　に資本参加

1997
米国で熱処理

　事業を開始

2015
メキシコで

　熱処理事業を開始

2018
米国で自動車向け

　熱処理事業拡大

1958
東京熱処理工業

  を
子会社化

DOWAの
歴史スタート

1884
金属加工事業の

誕生

1919
熱処理事業の

誕生

1958
電子材料事業の

誕生

1965

環境・リサイクル事業の
本格始動

1977

事業構造改革を
開始
2000

持株会社制へ移行
DOWAホールディングスへ

2006

1977
岡山県で

　廃棄物処理事業を開始

1986
秋田県で

　廃棄物処理事業を展開

1989
貴金属リサイクル

　事業開始

1991
白金族リサイクル

　事業開始

1996
土壌浄化事業開始

2009
環境・

リサイクル事業

　東南アジア進出

1965
還元鉄粉の

　製造を開始

1968
高品位酸化鉄の

　製造開始

1973
めっき事業開始 1983

化合物半導体、

　テープ用磁性材料の

　　製造開始

2017
埼玉県で

　新銀粉工場設立

1982
秋田県で

　半導体材料研究所を

　　設立

1919
豊崎圧延工場を設置

1928
豊崎伸銅所に改称

1957
豊崎伸銅所を

　子会社化

2002
中国に

　伸銅品加工拠点設立

1992
金属-セ

ラミックス基板

　製造を開始

2016
メキシコで

　めっき事業を開始

1930年 1945年 1953年 1964年 1970年代 1983年 1990年代

経済成長を背景に
鉱山・製錬事業が順調に拡大

　二度にわたるオイルショックや、変動相場制への移行、
プラザ合意に端を発する円高と金属価格の低迷など、世
界が大変動したこの時期。非鉄金属メーカーは次々と国
内の鉱山を閉山しました。DOWA もさらなる新規事業
開発に取り組み、加工部門の競争力強化や川下分野への
展開、海外での事業拡大といった多角化を進めました。

転換期

1970年〜

川下への展開や
多角化で変化を起こす

成長期

2000年〜

　経済のグローバル化を受け、企業の事業環境は大きく
変化しました。DOWA は事業構造改革を断行し、「選択
と集中」の方針を掲げ、独自の資源循環型事業を実現す
るため、5 つの事業に経営資源を集中しました。2006
年には、持株会社制へ移行し、事業エリアを国内外に広
げています。

5つのコア事業を
原動力にグローバル企業へ

　明治政府から、秋田県の小坂鉱山の払い下げを受け創
業した DOWA。創業当時は銀鉱石の枯渇と銀価格暴落
により危機に直面しましたが、「黒鉱」からさまざまな
有価金属を分離・抽出・製錬する画期的な技術開発に成
功したことにより、小坂鉱山は銀山から銅山へ生まれ変
わり、事業の礎を築きました。

創業・創生

1884年〜

当時の常識を覆し、
事業の礎を構築

　太平洋戦争が終結した 1945 年、DOWA は「和衷協同
（心を同じくしてともに力を合わせる）」の想いを込めて同
和鉱業の社名で再出発を果たしました。戦後の農業再興
による肥料業界活況を受け、肥料向け硫酸の原料となる
硫化鉄鉱の生産を増強。さらに高度成長期の工業発展を
受け、鉱山・製錬事業は目覚ましく成長。この時期に培っ
た技術や保有インフラは、現在のコア事業である環境・リ
サイクル事業へ活かされることになります。

（→詳細　P12-13）
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　世の中が激しく変化している今日。非鉄金
属メーカーは色々な所にアンテナを張り、常
に産業界で必要とされ続けなければなりませ
ん。では、どのような資質を持つ人材が求め
られるのか？それは、前向きに変化や問題を
捉え、自らを成長させようとする意志を持ち
続けられる人です。
　そのために、新入社員の皆さんに伝えてい
ることを 4 つ紹介します。第一は健康である
こと。これを欠くと仕事も私生活も充実させ
ることができません。健康にはどうか留意し
ていただきたいと思います。
　第二は謙虚であること。自分の能力や仕事
の実績に自負心を持つことは大切ですが、他
人の意見を聞き入れることも同時に大切であ
ることを忘れないでほしいと思います。
　第三は好奇心を持つこと。仕事でも私生活

でも、知らないことを探求する気持ちを持つ
と、何事も楽しく充実させることができるので
はないでしょうか。
　第四は前向きな気持ちを持つこと。誰でも
失敗はあります。そこで落ち込むのではなく、
次に失敗しないためにどうすればよいのか考
える人であってほしいと思います。
　DOWA のビジネスは、お客様や社会からの
信頼があって初めて成り立ちます。そのため、
目先の成果だけではなく、広い・長期的な視
点で、地道に真面目に誠意を持って仕事に取
り組み、信頼される存在になることが何より
も重要です。
　コロナ禍で学生の皆さんは大変な思いをさ
れていると思いますが、明るく前向きに変化
や問題を乗り越えてほしいと願っています。
そして、DOWA という会社の事業や社風につ
いてよく調べていただき、興味を持っていた
だけたら、ぜひ門を叩いてみてください。情
熱ある皆さんとの出会いを楽しみにしていま
す。

　DOWA は鉱山・製錬で培った技術や経験を
もとに、「環境・リサイクル」「製錬」「電子材
料」「金属加工」「熱処理」の 5 つの領域をコ
アビジネスとしています。これらのビジネスは
いずれも現代社会が成り立つために不可欠な
ものばかりで、私たちは仕事を通して常に社
会課題の解決と向き合ってきました。
　DOWA は 2021 年度を最終年度とする中期
計画においても、成長市場における事業拡大
と既存ビジネスの競争力強化を基本方針に掲
げて取り組んできました。自動車、環境・エ
ネルギー、情報通信、医療・ヘルスケアとい
った分野を成長市場と位置づけています。
　成長市場の一つである自動車分野を一例と
して、DOWA の取り組みを紹介しましょう。
私たちは電子材料、金属加工、熱処理といっ
た事業を通じて、自動車分野へ貢献していま
す。より高機能・高品質な素材を提供するこ
とで、お客様の技術的な革新を手助けし、来
るべきモビリティ社会の実現に貢献していこ
うと考えています。
　また、自動車の排ガス浄化には、プラチナ
やパラジウムなど白金族類を含む触媒が利用
されており、DOWA は使用済み触媒から白金
族類を回収しています。さらに自動車シュレッ
ダーダストを焼却処理し、再資源化・減容化・
無害化・発電し、持続可能な社会の実現に貢
献しています。
　現在、DOWA が目指す将来像を「本業とす
る資源循環と優れた素材・技術の提供を進化

させ、安心な未来づくりに貢献し続ける」と
しています。このような社会課題の解決への
姿勢は、今後も変わることはないと考えてい
ます。

　DOWAには責任の大きな仕事を思い切っ
て若手に任せ、その成長を促す伝統がありま
す。私自身も、入社 5、6 年目の時に、人事制
度改革の制度設計を任され、驚きました。当
時、鉱山主体のビジネスから現在のようなビ
ジネスに大転換する必要に迫られており、人
事制度の改革は全社的に影響のある重要な
ミッションでした。
　また、年次にかかわらず、その意見が合理
的だと判断されれば、聞き入れられる懐の深
さも社風の一つです。企画部門に在籍してい
た入社 15 年目くらいの時、当時の社長を中心
に、ある会社との事業提携が推進されていま
した。私は交渉担当者でしたが、よく分析す
ると自社に不利との結論に至り、事業提携に
反対であると社長に進言しました。当時の社
長が事業提携に一番乗り気でしたが、客観的
に積み上げた分析結果をもとに粘り強く説明
したところ、進言を受け入れてくれました。当
時の社長の顔を潰すような進言だったにもか
かわらず、当時中堅社員に過ぎなかった私の
意見を、度量を持って受け入れてくださった
ことに感謝しています。熱意を持って論理的
に説明すれば、きちんと耳を傾けてくれるの
もDOWAのよき社風だと思います。

社 会 課 題 の 解 決に 積 極 的に
貢 献していくことが
DOWA の 使 命。
５つのコアビジネスは
社会に不可欠なものばかり

若手に任せ成長を促す伝統と
意見を聞き入れる懐の深さ

変化を捉え、成長し続け、
信頼される存在になること

DOWAホールディングス株式会社
代表取締役社長

せきぐち　あきら関口 明
PROFILE
1960 年、兵庫県生まれ。早稲田
大学法学部卒。1983 年、同和鉱
業（現・DOWA ホールディング
ス）入社。労務部門で 10 年近く
キャリアを重ねた後、営業、原料
調達、企画など幅広い業務に従事。
その後、小坂製錬、DOWA メタ
ルマインの代表取締役社長を経て
2018 年 6 月より現職。
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• 工業炉事業  
• 熱処理加工事業  

もっと
詳しく！

5つのコアビジネスが結びつき、資源循環型ビジネスモデルを構築しています。
非鉄金属の製錬から、高付加価値材料の製造、廃棄物処理・リサイクルを通じ、
かぎりない未来を創ります。

資源の
有効活用
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To Society ⇦

社会への
価値提供

独自の技術で金属を軸とした
「資源循環型ビジネスモデル」を実現しています。

製錬
DOWAメタルマイン

　DOWA グループ発祥の地、秋田県・小坂鉱山で採掘
されていた「黒鉱」は、金・銀などの有価金属を豊富
に含む一方、不純物も多く処理が困難な鉱石でした。
DOWA の製錬事業は、黒鉱から複雑に入り混じった金
属を回収する技術を軸に発展し、銅製錬や亜鉛製錬の有
機的なネットワークにより、多様な原料から数多くの金
属を回収しています。

祖業であり、今も中核

銅や亜鉛を主原料とする伸銅品の製造から始
まり、自動車や電子機器の普及とともに、高
性能な銅合金を中心とした製品群への拡大を
進めてきました。さらには、用途に応じた多
彩なめっき加工や、インバータなどに使用さ
れるパワーモジュール向け金属 -セラミック
ス基板へも展開しています。

自動車から IoT、
新エネルギー分野まで

金属加工
DOWA メタルテック

熱処理とは、熱を加えることで金属の硬度を
操り、部品の強度・寿命を向上させる処理の
こと。たとえば自動車のエンジンなど、過酷
な環境下で使用される構造部品には、耐久性
を高める熱処理技術が不可欠です。DOWA は
熱処理加工を施す熱処理事業と、熱処理設備
を製造・メンテナンスする工業炉事業を展開。
ソフト・ハード両面から高品質なソリューショ
ンを提供しています。

熱処理加工から工業炉製造まで
熱処理
DOWA サーモテック

1970 年代からいち早く環境・リサイクル事業に取り
組み、資源循環型社会の構築に貢献してきた DOWA。
鉱山・製錬事業で培った技術を基礎に、廃棄物処理や
リサイクル、土壌浄化などの幅広い処理に加え、排出
元からの運搬管理なども含めたサービスを一貫して提
供できるのが大きな特徴です。現在ではアジアを中心
に海外でもサービスを提供し、環境分野で世界をリー
ドしています。

めざせ世界のエコリーダー
環境・リサイクル
DOWA エコシステム

そもそもDOWAって
どのようなビジネスをしているの？ 　一般的に宝飾品に使われるイメージ

の強い銀ですが、そのユニークな特性
から、実はさまざまな工業製品にも利
用されています。銀は、すべての金属
の中で電気と熱を最も伝達しやく、電
子機器や自動車部品などに使用されて
います。DOWA は、鉱石やリサイク
ル原料から銀の製錬を行い、単体の製
錬所として国内生産量 No.1 を誇りま
す。回収した銀は、銀粉やめっきなど
の導電性材料に加工しています。

銀の「用途」とDOWAの関わり

太陽光パネルの製造に
欠かせない「銀粉」。

1

5

3

2

4

• 貴金属銅事業  • レアメタル事業  
• 亜鉛事業  • 資源開発

もっと
詳しく！

• 金属加工事業  • めっき事業  
• サーマルデバイス事業

もっと
詳しく！

鉱山・製錬事業で回収することができた多様な副
産金属に、微粉体化や高純度化などのさまざまな
加工を行い、新たな用途を開拓する取り組みから
始まりました。現在では半導体材料や、導電性材
料、磁性材料など、高い技術力に支えられた特徴
ある製品を提供し、その多くで世界的に高いシェ
アを占めています。

高機能材料が社会を支える
電子材料
DOWA エレクトロニクス

• 半導体事業  • 電子材料事業  
• 機能材料事業

もっと
詳しく！

• 廃棄物処理事業  • 土壌浄化事業  
• リサイクル事業

もっと
詳しく！

電力を効率よく制御するために不可欠なパ
ワーモジュール。産業機械や高速鉄道、風
力発電、太陽光発電、自動車（EV）などの
幅広い領域で使われています。このキー部
材である金属 - セラミックス基板を生産す
る DOWA では、放熱性・信頼性・強度に
優れた製品を社会に送り出し、省エネ・低
炭素社会に貢献しています。

ガリウム系化合物半導体分野におい
て、高純度ガリウム等の素材、ウェ
ハ、LED チップ、一部はランプモ
ジュールまで、一貫体制の下、幅広
いラインナップの製品を提供してい
ます。



講
座
① H

istory

講
座
③ Business

講
座
⑤ G

lobal

講
座
⑥ D

ata

講
座
② Vision

講
座
④ Value

価
値
創
造

1110

「資源循環」＋「モノづくり」の両面から社会を支え、
かぎりある資源を有効に使う社会システムの
構築に貢献しています。

DOWAのビジネスは
社会にどのような価値を提供しているの？

　非鉄金属は有限である一方、産業を根
底から支える希少な素材であるため、リサ
イクルを効率的に行う社会システムの整備
は急務です。DOWA では、秋田県内にお
いて、リサイクル原料対応炉を有する小坂
製錬と亜鉛生産量国内 1 位の秋田製錬を
核とし、グループ企業と連携し合い、リサ
イクルから、廃棄物処理・最終処分まで完
遂する世界有数のリサイクルネットワーク
を形成しています。

DOWAのリサイクル
ネットワークとは？

D O W A の
特 徴

　「製錬事業」で回収した有価金属を、「電子材料事業」「金
属加工事業」「熱処理事業」が固有の技術で高付加価値化
させ、最終製品に組み込まれることで社会全体を支えてい
ます。さらに「環境・リサイクル事業」では、廃棄物を無
害化し、使用済み製品などから金属を分別・回収します。
回収された金属は製錬原料として再び活用されます。5 つ
の事業がシナジーを発揮し、素材の持つ価値を最大化しな
がら、資源循環型社会の構築に貢献できることが大きな特
徴のひとつです。DOWA は、独自のビジネスモデルを通
じて、社会のひとつの “ 未来の姿 ” を提案しているのです。

資源循環型社会を実現する、
世界屈指のビジネスモデル

1

D O W A の
特 徴

　他社が手を出せないような領域で、他社がまねできな
いような技術力の高いモノを提供することで、先駆者に
なる。これが DOWA のニッチトップです。たとえば、
自動車やスマートフォンなどの電子機器に不可欠な伸銅
品では、国内トップシェア製品を多数保有しています。
半導体材料となる高純度ガリウムの分野でも、世界トッ
プシェアを誇ります。情報機器や自動車、IT 分野を力
強く支えています。さらに、太陽光パネルの製造に欠か
せない銀粉の世界シェアはなんと 70％以上。新エネル
ギーなど、社会的な課題と深く関わる分野でも、製品を
通じてさまざまな貢献をしています。

日本で、世界で、ニッチトップ

2
D O W A の

特 徴

　DOWA は鉱山・製錬から脈々と受け継が
れてきた金属を軸とする技術を応用して、さ
まざまな事業を展開しています。分離精製、
微粉体化、高純度化などの基礎技術や要素技
術を組み合わせて、新たな事業の種にしてい
くのが DOWA のひとつのスタイルです。ユ
ニークな資源循環型ビジネスモデルや数多の
ニッチトップ製品も、このスタイルが生み出
してきました。時には、電子材料事業で製造
された特殊な鉄粉を用い、環境・リサイクル
事業で汚染土壌への浄化方法を確立するな
ど、事業の垣根を越え、新たな技術を生み出
します。

独創的技術へのこだわりで
本業を進化！

3

日本初の稼働となったリサイクル
原料対応炉（小坂製錬）

社会への価値提供

環境・リサイクル事業

リサイクル原料 天然資源

製錬事業

消費者

顧客企業（製造工場）

顧客企業（製造工場）

電子材料事業

金属加工事業

熱処理事業

非鉄金属は有限である一方、自動車や電子機器など日本のモノづくりに必須の素材で
す。DOWAは、資源循環型社会の構築を実現するとともに、高品質な製品・サービ
スを安定的に供給することで、社会にさまざまな価値を提供しています。

日本最大の亜鉛製錬所
（秋田製錬）
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20％
世界

シェア

海外約40 ヵ所の拠点で、
各事業が社会に欠かせない製品や
サービスを提供しています。
1950年代以降、海外での鉱山開発を皮切りに、
市場やユーザーの事業環境の変化に対応して積
極的に海外へ展開してきました。世界トップシ
ェアを含むさまざまな製品を日々確実に届ける
ために、多くの社員が海外で活躍しています。

DOWAは海外に
どのような展開をしているの？

　世界的な排ガス規制の強化や、自動車リサイクル
法の施行により、自動車業界を取り巻く市場環境は
急速に変化しています。環境に配慮したエコカーに
注目が集まり、特に CASE（Connected ＜接続性＞、
Autonomous ＜自動運転＞、Shared&Services ＜共有
＞、Electric ＜電動化＞）と呼ばれる新たな潮流が生
まれる中、世界の自動車需要は今後も増加すると予測
されています。DOWAはこの変革期をチャンスと捉え、
積極的に事業を拡大しています。

2019年 2040年

CASE時代の自動車需要、どうなる？

約
4
0
0
0
万
台

約
8
5
0
0
万
台

世界で約2倍に！

磁気記録材料

銀粉
※2020年自社調べ

※2020年自社調べ

電力を効率よく制御するために不可欠なパワーモジュー
ルのキー部材である金属 - セラミックス基板。金属窒化ア
ルミニウム基板において、世界シェア約 40％を誇ります。

太陽電池の電極材とし
て欠かせない銀粉。太
陽電池の表面電極向け
の市場でトップシェア
を誇ります。

IT 企業がデータ保存に用いる大容量
テープ。この製造に欠かせない磁気
記録材料でトップシェアを誇ります。

自動車の排ガス浄化には、プラチナなど白金
族類を含む触媒が利用されています。DOWA
は使用済み触媒の集荷や白金族類のリサイク
ルに取り組んでいます。使用済み触媒の集荷
量は世界シェア約 20％を誇ります（※日本ピ
ージーエム向け）。

金属-
セラミックス基板
※2020年自社調べ

白金族リサイクル
※2020年自社調べ

世界
シェア

約90％

約70％
世界

シェア

約40％
世界

シェア

製錬所向け原料の安定調達のため、
海外で自社の鉱山を確保するための
探査・鉱山開発活動を推進していま
す。また、世界 4 極（日本・米国・
欧州・アジア）で市場開拓を行って
います。亜鉛事業では、東南アジア
全域への販売拡大のため、非鉄金属
業界で唯一、タイに亜鉛の加工会社
を設立しています。

海外で新たな原料調達先を拡大、
販売拡大にも挑戦

製錬

中国やタイ、台湾およびメキシコに、
切断加工、めっきやプレスなどの加
工拠点を持ち、グローバルに展開す
るお客様のニーズに応えます。また
車載用標準材の銅合金を米国やドイ
ツでライセンス供与し、グローバル
調達を可能にしています。中国（深
セン）にも営業拠点があり、中国・東
南アジアでの販売拡大に努めていま
す。

アジアから欧米まで
グローバルな供給体制を整備

金属加工

米国を皮切りに、タイ、中国、インド、
インドネシア、メキシコと順次ネッ
トワークを拡大。特にインドでは同
国の主要な自動車生産エリアに拠点
を有し、幅広い顧客へスピーディな
対応を実現しています。

グローバルでのネットワークを
強化し海外展開を加速

熱処理

米国・中国・東南アジア各国に拠点
を置き、リサイクル、廃棄物処理、
土壌浄化の各事業を行っています。
特に、東南アジアを中心に、廃棄物
処理施設の増設、処理メニューの拡
大などの取り組みを推進しています。

アジアでNo.1を確立し、
世界の環境メジャーとして

地球環境の改善に貢献

環境・リサイクル

米国、欧州、中国に営業拠点を設置し、
多くのグローバル企業と取引を行っ
ています。メイン製品は 20 品目以上
にのぼり、多くの製品で世界トップ
シェアを実現しています。

世界市場で高いシェアを
誇る製品を数多く保有

電子材料

※ 2020 年 3 月末時点。
　非連結の海外法人の
　従業員を含みます。

［全体］9,990人
［国内］6,491人
［海外］3,409人

【地域別従業員数】

海外

34.4％
65.6％
国内

［米国］

「先進運転支援装置」
搭載車両の台数（予測）

出典：国土交通省資料より当社作成

［欧州］

［アジア］
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財務データから、
「教育」「社員」「ワークライフバランス」などの
非財務的なデータまで、
働く環境という視点で見たDOWAの特徴を、
数字をもとに紹介します。

客観的なデータから、「働く場」としての
DOWAの魅力を教えてください！

財務データ

社員について

教育について

ワークライフバランス

経常利益

259億円
OJT 期間

3年間

売上高

4,851億円
新入社員研修

約2か月

自己資本比率

　「入社から 3 年間で一人前を」コンセプトに、
OJT 制度や各種研修を揃えています。新入社員研
修は約 2 ヵ月にわたって実施しており、DOWA 社
員として必要なスキルを身につける機会を提供して
います。また、各種通信講座も豊富に用意していま
す。

　DOWA は金属を軸
とした 5 つの事業に
基づき安定的な経営を
行っています。

転居を伴う平均の異動回数

技術：約7年に1回
事務：約5年に1回

事務系・ 技術系比

事務
34名

技術
106名

2017 年卒、2018 年卒、2019 年卒の新入社員を対象

出身地比
2017 年卒、2018 年卒、2019 年卒の新入社員を対象

48.4％

新卒定着率

94.5％
2017 年卒、2018 年卒、2019 年卒の在籍状況

有給休暇取得消化率

74.7％

通信講座

約100コース

北海道：13名

東北：23名

関東：49名

中部：12名

近畿：21名

中国・四国：5名

九州・沖縄：17名

残業時間平均

18.9時間
　有給休暇取得を奨励する取り組みを実施するとと
もに、残業時間の削減に取り組んでいます。また、
全国転勤はありますが、社宅・独身寮の整備や住宅
手当、単身赴任手当など各種補助制度を通じて、社
員のワークライフバランスを支えています。

※ 2020 年 3 月末時点

※ 2020 年 3 月末時点

　年代・出身地・専攻に関係なく、社員一人ひ
とりが活躍しています。今後も社員が協力し合
い、企業力を高めていきます。

勤続年数

15.3年
※ 2020 年３月末時点

社員平均年齢

39.7歳
※ 2020 年３月末時点

※人によって異動回数は異なります。
























